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成果の概要 / 大沢恭子 

 

【研究内容】 

 ヘルスリテラシーは患者が信頼できる情報や有用な情報を見分け・活用していくための

力のことをいう。情報社会の現代において、医療の様々な分野においてヘルスリテラシー

が注目されているが、がん患者のヘルスリテラシーについては、日本での先行研究はない。

これは厚生労働省が進める統合医療の観点からも非常に重要な問題であり、早急に取り組

むべき課題である。一方、補完代替医療に関しても、多くのがん患者が使用しているとい

うデータがあるにもかかわらず、本邦における使用実態に関しては不明な部分が多く、そ

の実態把握も喫緊の課題である。 

そこで今回、上記の２つのテーマに着目し、がん患者の補完代替医療の利用の実態とヘ

ルスリテラシーとの関連についての知見を獲得することを目的に研究を実施した。 

 

【研究成果】 

上記目標を達成するため、対象者にヘルスリテラシーと補完代替療法に関するアンケ

ート調査を行った。アンケートは研究者らが作成し、調査を調査会社に業務委託し、モ

ニター登録されているがん患者に対してインターネット上で実施した。今回のアンケー

ト調査では予備調査を経て、適格基準を満たす 2068 症例が対象者として抽出された。症

例の抽出にあたっては、この分野での先行研究が少ないことから探索的な調査となるこ

とを考慮し、調査人数をできるだけ多く、また対象者の年齢や性別の偏りができるだけ

少なくなることに配慮した。この調査により、身体状況・生活状況・がん治療の経過等

の患者の背景因子、補完代替医療の使用の有無と使用した補完代替医療の種類や時期、

金額、使用の理由や補完代替医療に対する期待と効果など、さらにヘルスリテラシーに

ついても客観的な評価を用いてデータを収集した。 

本データを用い、ヘルスリテラシーに影響する患者要因、補完代替医療とヘルスリテ

ラシーの関連、および補完代替医療の副作用出現時の医療者への相談の有無と程度およ

びヘルスリテラシーの関連について、現在解析を進めている。結果の一例としては、補

完代替医療の副作用出現時、その補完代替医療を中止するかどうかを判断するためには、

多職種の支援が必要であることが示された。 

 

【今後の見通し】 

引き続き結果の解析を進め、本研究の成果を国外および国内の学術雑誌に投稿予定で

ある。 

 

 


